
第６１１号 ２０２２年（令和４年）１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （6）
　
専
大
玉
名
高
校
（
渡
辺
正

隆
校
長
、
熊
本
県
玉
名
市
）

吹
奏
楽
部
は
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
全
国
大
会
（
12
月
12

日
、
埼
玉
県
）
の
小
編
成
部

門
に
、
九
州
代
表
と
し
て
20

年
連
続
出
場
を
果
た
し
た
。

高
い
技
術
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
演
技
を
披
露
し
、
14
回
目

の
金
賞
を
受
賞
し
た
。

〝
花
園
〞初
勝
利

専
大
玉
名
高
ラ
グ
ビ
ー
部

　
専
大
玉
名
高
校
ラ
グ
ビ
ー

部

写
真
❶

は
、
創
部
13

年
目
で
初
の
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
大
会
（
12
月
27
日
〜
１

月
８
日
、
大
阪
府
）
に
臨
ん

だ
。
１
回
戦
で
若
狭
東
高
に

35
｜
12
で
勝
利
し
、
花
園
初

勝
利
を
挙
げ
た
が
、
２
回
戦

で
東
福
岡
高
に
敗
れ
た
。

男
子
２
年
ぶ
り

女
子
６
年
連
続

出
場

専
大
北
上
高
サ
ッ
カ
ー
部

　
専
大
北
上

高
校
（
阿
部

伸
校
長
、
岩

手

県

北

上

市
）
サ
ッ
カ

ー
部
は
、
男

女
と
も
に
全

国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権

（
12
月
28
日

〜

１

月

10

日
、
東
京
都

い
、
今
後
を
見
据
え
る
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
、

㈱
テ
レ
ビ
新
潟
・
報
道
部
で

エ
キ
ス
パ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
務
め
る
紫
竹
聡
子
さ
ん

（
昭
63
法
）
が
登
場
。
バ
ブ

ル
期
の
昭
和
か
ら
令
和
の
激

変
す
る
テ
レ
ビ
業
界
で
制
作

や
報
道
に
携
わ
り
な
が
ら
、

大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得

し
、
親
の
介
護
も
両
立
し
た

経
験
を
う
か
が
っ
た
。

　
ま
た
、
12
月
に
行
わ
れ
た

校
友
会
臨
時
代
議
員
会
の
開

催
報
告
・
新
役
員
も
紹
介
。

資金収支補正予算書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで （単位 円）

　収　入　の　部

科 目 当初予算額 補正予算　増○減△ 補正後予算額

学生生徒等納付金収入 19,780,897,000 △　　 74,488,000 19,706,409,000

手 数 料 収 入 1,175,852,000 0 1,175,852,000

寄 付 金 収 入 200,000,000 0 200,000,000

補 助 金 収 入 2,294,245,000 △　　 84,326,000 2,209,919,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000

付随事業・収益事業収入 630,973,000 △　　 41,929,000 589,044,000

受 取 利息・配当金収入 16,189,000 0 16,189,000

雑 収 入 602,237,000 ○　　154,420,000 756,657,000

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 3,583,721,000 0 3,583,721,000

そ の 他 の 収 入 659,626,000 ○　　103,322,000 762,948,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △　4,185,571,000 △　　 39,306,000 △　4,224,877,000

当 年 度 収 入 合 計 24,958,169,000 ○　　 17,693,000 24,975,862,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,825,101,743 ○　1,032,746,985 7,857,848,728

収 入 の 部 合 計 31,783,270,743 ○　1,050,439,985 32,833,710,728

　支　出　の　部

科 目 当初予算額 補正予算　増○減△ 補正後予算額

人 件 費 支 出 14,033,130,000 ○　　296,367,000 14,329,497,000
教 育 研 究 経 費 支 出 5,947,473,000 △　　198,589,000 5,748,884,000
管 理 経 費 支 出 1,258,438,000 ○　　　1,951,000 1,260,389,000
借 入 金 等 利 息 支 出 16,848,000 0 16,848,000
借 入 金 等 返 済 支 出 407,770,000 0 407,770,000
施 設 関 係 支 出 140,700,000 ○　　　4,230,000 144,930,000
設 備 関 係 支 出 202,776,000 ○　　 22,580,000 225,356,000
資 産 運 用 支 出 1,800,020,000 ○　　700,000,000 2,500,020,000
そ の 他 の 支 出 1,729,792,000 ○　　118,181,000 1,847,973,000
［ 予 　 備 　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △　　979,131,000 △　　110,488,000 △　1,089,619,000
当 年 度 支 出 合 計 24,707,816,000 ○　　834,232,000 25,542,048,000
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,075,454,743 ○　　216,207,985 7,291,662,728
支 出 の 部 合 計 31,783,270,743 ○　1,050,439,985 32,833,710,728

１ 

資
金
収
支
補
正
予
算

 

｜
｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
10
億
５
０
４
３

万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
３
・
31
％
増
）
で
３
２
８
億
３
３

７
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

１
７
６
９
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・
07
％
増
）
で
２
４

９
億
７
５
８
６
万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
当
初
予

算
に
比
べ
10
億
３
２
７
４
万
円
の
増
で
78
億
５
７
８
４
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

８
億
３
４
２
３
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
３
・
38
％
増
）
で

２
５
５
億
４
２
０
４
万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
翌

年
度
の
収
入
と
な
る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当
初
予
算
に
比

べ
２
億
１
６
２
０
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
３
・
06
％
増
）

で
72
億
９
１
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収
入

計
が
当
初
予
算
に
比
べ
４
６
３
２
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比

０
・
19
％
減
）
で
２
４
８
億
４
１
７
万
円
。
事
業
活
動
支
出

計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
７
２
６

５
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・

30
％
増
）
で
２
４
２
億
９
８
８
５

万
円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前
当

年
度
収
支
差
額
は
５
億
５
３
２
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
金
組
入

額
合
計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
２

８
２
７
万
円
の
組
入
額
減
（
当
初

予
算
比
１
・
63
％
減
）
で
△
17
億

２
４
５
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
と
基
本
金

組
入
額
合
計
を
合
わ
せ
た
当
年
度

収
支
差
額
は
、
当
初
予
算
に
比
べ

９
０
７
０
万
円
の
支
出
超
過
額
の

増
（
当
初
予
算
比
８
・
20
％
増
）

で
△
11
億
９
７
１
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
前
年
度
繰
越
収
支
差
額

（
△
４
４
６
億
４
５
７
万
円
）
を

加
え
た
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
億
１
８

１
５
万
円
の
支
出
超
過
額
の
減

（
当
初
予
算
比
０
・
69
％
減
）
で

△
４
５
８
億
１
７
１
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

学
校
法
人
専
修
大
学 

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
は
、
12
月
15
日
開

催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の
議
決
を
経
て
別
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科 目 当初予算額 補正予算 増○減△ 補正後予算額

学生生徒等納付金 19,780,897,000 △　　　74,488,000 19,706,409,000

手 数 料 1,175,852,000 0 1,175,852,000

寄 付 金 180,000,000 0 180,000,000

経 常 費 等 補 助 金 2,294,245,000 △　　　84,326,000 2,209,919,000

付 随 事 業 収 入 630,973,000 △　　　41,929,000 589,044,000

雑 収 入 602,237,000 ○　　 154,420,000 756,657,000

教 育 活 動 収 入 計 24,664,204,000 △　　　46,323,000 24,617,881,000

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,154,830,000 ○　　 260,935,000 14,415,765,000

教 育 研 究 経 費 8,417,334,000 △　　 196,752,000 8,220,582,000

管 理 経 費 1,484,179,000 ○　　　 1,951,000 1,486,130,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 24,056,343,000 ○　　　66,134,000 24,122,477,000

教育活動収支差額 607,861,000 △　　 112,457,000 495,404,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 16,189,000 0 16,189,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 16,189,000 0 16,189,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 16,848,000 0 16,848,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 16,848,000 0 16,848,000

教育活動外収支差額 △　　　　 659,000 0 △　　　　 659,000

経 常 収 支 差 額 607,202,000 △　　 112,457,000 494,745,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

その他の特別収入 170,100,000 0 170,100,000

特 別 収 入 計 170,100,000 0 170,100,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 3,000,000 ○　　　 6,525,000 9,525,000

その他の特別支出 0 0 0

特 別 支 出 計 3,000,000 ○　　　 6,525,000 9,525,000

特 別 収 支 差 額 167,100,000 △　　　 6,525,000 160,575,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000

基本金組入前当年度収支差額 624,302,000 △　　 118,982,000 505,320,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △　 1,730,732,000 ○　　　28,273,000 △　 1,702,459,000

当 年 度 収 支 差 額 △　 1,106,430,000 △　　　90,709,000 △　 1,197,139,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △　45,013,433,000 ○　　 408,862,000 △　44,604,571,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △　46,119,863,000 ○　　 318,153,000 △　45,801,710,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,850,493,000 △　　　46,323,000 24,804,170,000

事 業 活 動 支 出 計 24,226,191,000 ○　　　72,659,000 24,298,850,000

事業活動収支補正予算書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで （単位 円）

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、
　　　　　「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

校
友
会
情
報

21
年
度
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
小
綬
章

大
橋
光
政
氏
（
昭
41
経
済
・

香
川
）
地
方
自
治
功
労

ア
ド
ニ
ス
98
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刊
行
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育ての親・相馬勝夫先生

われら専修人

紫竹聡子
株式会社テレビ新潟放送網
コンテンツ本部
報道制作局報道部
エキスパートマネージャー

新春特別座談会

コロナ禍を乗り越え、
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紫竹聡子さん
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エキスパート
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祝! 箱根駅伝
2年連続出場
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１
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌「
ア
ド
ニ
ス
」
98
号
で
は
、

松
木
健
一
理
事
長
、
佐
々
木

重
人
学
長
、
尾
池
守
石
巻
専

修
大
学
長
、
桃
野
直
樹
校
友

会
長
に
よ
る
新
春
特
別
座
談

会
を
掲
載
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
工
夫
や
展
望
を
語
り
合

　
法
学
部
の
学
生
を
対
象
と

し
た
「
法
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
12
月
11
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
学

生
９
人
が
参
加
し
、
弁
護
士

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
少
年
法
」
と
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
模
擬
国
会
を
開
き
、
法

案
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学

生
一
人
一
人
が
主
権
者
で
あ

る
こ
と
の
重
み
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
、
２
０
１
７
年
度
に

ス
タ
ー
ト
。
今
回
は
、
第
二

東
京
弁
護
士
会
と
埼
玉
弁
護

士
会
か
ら
法
教
育
に
取
り
組

む
弁
護
士
４
人
を
招
い
た
。

　
少
年
事
件
の
報
道
規
制
を

検
討
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
規

制
す
べ
き
情
報
、
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
の
有
無
な
ど
の
４
項
目

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し

た
。
法
学
部
２
年
次
の
男
子

は
「
議
論
の
時
間
が
足
り

ず
、
現
実
の
立
法
の
難
し
さ

を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話

し
た
。

　「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
グ
ル
ー
プ

は
、
女
性
の
政

治
参
画
を
促
す

た
め
の
ク
オ
ー

タ
制
（
性
別
を

基
準
に
人
数
や

比
率
を
割
り
当

て
る
制
度
）
の

導
入
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

「
割
り
当
て
を
満
た
す
た
め

に
、
能
力
の
高
い
人
が
落
ち

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
、
学
生
た
ち
は
弁
護
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

　
芦
野
訓
和
法
学
部
教
授
は

「
社
会
正
義
に
絶
対
に
正
し

い
も
の
は
な
い
。
法
律
を
作

る
際
は
、
多
く
の
人
々
が
納

得
で
き
る
よ
う
議
論
を
重
ね

る
。
考
え
て
発
言
す
る
に
は

訓
練
が
必
要
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
は
、
面
と
向
か
っ

て
議
論
す
る
の
が
難
し
い
。

参
加
し
た
学
生
は
今
回
の
経

験
を
周
囲
の
人
た
ち
に
伝
え

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

少年事件の報道規制について法案を考える学生

❶

❸

❷

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

TEL : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

皆さまのご支援・ご協力をお願いいたします。
詳細はＱＲコードから▶

付属２校が全国大会で躍動

専
大
玉
名
高
吹
奏
楽
部
の
演
技

ほ
か
）
に
出
場
し
た
。
男
子

写
真
❷

が
２
年
ぶ
り
２

回
目
、
女
子

写
真
❸

が

６
年
連
続
６
回
目
。
と
も
に

１
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
い
抜

い
た
。

専大玉名高
吹 奏 楽 部 ●14回目の金賞獲得

模
擬
国
会
で
法
案
作
成

法
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
少
年
法
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」テ
ー
マ
に




